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共生社会の中で、共に学び育つということ
























































































































































































































19 女 会社員 ない ない 小１～中３
重複障害（肢体不自由、知的障害）、
情緒障害
19 女 学生 ない ない 小１～中３
重複障害（肢体不自由、知的障害）、
情緒障害
22 女 学生 ない ある 小３～中３
重複障害（肢体不自由、知的障害）、
知的障害
21 女 会社員 ない ない 小３～中３
重複障害（肢体不自由、知的障害）、
知的障害
22 女 アルバイト ない ない 小１～中３
重複障害（肢体不自由、知的障害）、
知的障害
21 女 学生 ない ない 中１～中３ 知的障害
21 女 学生 ある ある 小１～小６ 情緒障害
20 男 学生 ない ある 小１～中３
重複障害（肢体不自由、知的障害）、
情緒障害
19 男 学生 ある ある 小１～中３
重複障害（肢体不自由、知的障害）、
情緒障害
19 女 学生 ある ある 小２～小６ 情緒障害
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